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就
業
制
限
に
伴
う 

交
代
要
員
の
公
募
結
果 

 

今
回
の
就
業
制
限
に
伴
う
公
募
の

結
果
は
、
途
中
増
減
も
あ
り
公
募
求

人
数
179
名
に
対
し
て
応
募
者
数
は

134
名
と
な
り
ま
し
た
。
今
回
の
応
募

可
能
会
員
は
604
名
で
、
そ
の
内
訳
は

制
限
該
当
会
員
170
名
、
10
月
末
の
未

就
業
会
員
285
名
、
配
布
等
ス
ポ
ッ
ト

就
業
会
員
139
名
、
さ
ら
に
11
月
６
名

と
12
月
４
名
の
新
入
会
員
で
あ
り

ま
す
。 

 

職
種
に
よ
っ
て
は
交
代
要
員
に
対

し
応
募
者
が
少
な
く
、
全
体
と
し
て

は
交
代
要
員
不
足
の
状
況
と
な
り
ま

し
た
。
そ
の
対
応
と
し
て
は
制
限
緩

和
に
伴
う
再
エ
ン
ト
リ
ー
登
録
応
募

の
会
員
と
、
１
月
以
降
の
新
入
会
員

及
び
今
回
応
募
さ
れ
て
い
な
い
会
員

に
も
就
業
を
お
願
い
す
る
な
ど
大
変

厳
し
い
就
業
環
境
と
な
り
ま
し
た
。 

 

セ
ン
タ
ー
と
し
て
は
お
客
様
か
ら

請
け
負
っ
た
業
務
を
完
成
さ
せ
る
体

制
の
確
立
が
最
重
要
課
題
で
あ
り
ま

す
。
そ
の
為
に
は
職
種
・
職
場
に
よ

っ
て
は
、
早
急
に
就
業
人
員
の
増
強

を
図
る
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、

今
後
と
も
会
員
の
皆
様
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

ま
た
、
応
募
の
有
無
に
係
わ
ら

ず
応
募
意
思
の
回
答
の
依
頼
に
対

し
、
335
名
の
会
員
か
ら
の
回
答
が

な
く
残
念
な
こ
と
で
し
た
。
今
後

は
必
ず
回
答
を
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

（
事
業
推
進
部
会
） 
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事
務
所
移
転
の
お
知
ら
せ 

西
東
京
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
は
、
西
東
京
市
の
庁
舎
統

合
方
針
に
基
づ
き
、
現
在
の
保
谷

庁
舎
東
分
庁
舎
内
事
務
所
を
移

転
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
の

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

 

 

◆
移
転
先
場
所  

〒
２
０
２-

０
０
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４ 

西
東
京
市
富
士
町
１
|
７
―
69 

（
Ｕ
Ｒ
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
東
伏
見
69
号
棟 

 

き
ら
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内
２
階
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０
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２･
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８･

０
７
８
７ 

・
Ｆ
Ａ
Ｘ
‥
０
４
２･

４
２
８･

０
８
１
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◆
移
転
期
日 

⑴ 

移
転
日  

平
成
31
年
３
月
23
日
（
土
） 

⑵ 

新
事
務
所
開
設
‥ 

 

平
成
31
年
３
月
25
日
（
月
）
よ
り 
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一
、
代
表
理
事
・
副
会
長
に
柳
沢
進
氏
を

選
定
し
ま
し
た
。 

二
、
就
業
開
拓
に
つ
い
て
協
議
し
ま
し
た
。 

 

予
定
表 

 

 
 
 
 

朝
の
散
歩
雑
感 

 

■
フ
レ
イ
ル
（
虚
弱
）
予
防
に
は
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

が
一
番
と
信
じ
天
候
と
気
分
次
第
で
朝
の
散
歩
を

し
て
い
る
。
毎
春
の
こ
と
な
が
ら
桜
が
お
わ
り
、
公

園
樹
木
の
下
や
緑
地
片
隅
の
日
陰
に
山
吹
の
花
が

黄
金
色
に
輝
い
て
い
る
の
を
観
て
は
、
つ
い
昔
の

「
山
吹
の
里
伝
説
」
を
想
い
出
す
。 

※
「
山
吹
の
里
伝
説
」
…
江
戸
城
を
築
城
し
た
と

い
わ
れ
る
太
田
道
灌
が
鷹
狩
り
で
武
蔵
野
に
赴
い

た
お
り
、
俄
雨
に
遭
い
雨
宿
り
で
立
ち
寄
っ
た
農
家

の
娘
に
蓑
を
借
り
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、
娘
は
山
吹

の
一
輪
を
差
し
出
し
た
。 

「
七
重
八
重
花
は
咲
け
ど
も 

山
吹
の
実
の
（
蓑
）

一
つ
だ
に 

な
き
ぞ
か
な
し
き
」
…
と
い
う
和 

歌
を
後
に
部
下
か
ら
聞
き
、
和
歌
に
無
知
の
道
灌 

は
、
己
の
不
明
を
恥
じ
、
そ
の
後
学
問
に
勤
し
み
大 

成
し
た
と
か
…
。 

間
も
な
く
咲
く
西
東
京
（
昔
は
武
蔵
野
原
野
の
一

部
）
の
山
吹
は
、
昔
の
「
山
吹
の
里
」
（
現
新
宿
区

山
吹
町
？
）
か
ら
受
け
継
い
で
い
る
DNA
の
山
吹
で
は

な
い
か
と
勝
手
に
連
想
し
た
り
し
て
の
散
歩
も
ま

た
楽
し
い
も
の
で
あ
る
。 

■
公
園
で
軽
く
ス
ト
レ
ッ
チ
運
動
を
し
て
の
帰
路
、

３
箇
所
の
交
差
点
で
学
童
交
通
擁
護
の
皆
さ
ん
に

出
会
う
と
き
が
あ
る
。
テ
キ
パ
キ
と
児
童
の
安
全
誘

導
、
中
高
生
や
一
般
通
行
人
へ
も
笑
顔
で
挨
拶
を
交

わ
し
、
毅
然
と
就
業
し
て
い
る
。 

 

そ
の
姿
を
周
囲
の
人
達
と
車
両
や
バ
ス
乗
車
の 

人
達
か
ら
も
見
ら
れ
て
い
る
前
線
就
労
の
仲
間
の 

皆
さ
ん
へ
エ
ー
ル
。 

 

「
シ
ル
バ
ー
へ
の
期
待
、
信
頼
は
愚
直
に
励
む
皆 

さ
ん
に
か
か
っ
て
い
ま
す
。
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い 

‥
。」
と
内
心
感
謝
の
念
で
挨
拶
を
交
わ
し
て
帰
っ 

て
く
る
。
そ
ん
な
散
歩
の
日
は
心
身
爽
や
か
な
気 

分
。
晩
酌
を
美
味
し
く
飲
む
た
め
に
も
、
散
歩
奨
励 

で
あ
る
。 

 
 
 
 
 
 

（
理
事 

小
松 

啓
） 

  

ね
ん
り
ん 
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２
月
６
日
午
後
２
時
よ
り
セ
ン
タ
ー
事

業
運
営
室
に
お
い
て
、
34
班
の
地
域
班
長

（
一
班
欠
席
）、
理
事
・
監
事
・
事
務
局
の

53
人
が
出
席
し
地
域
班
長
会
議
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。 

平
成
30
年
度
下
期
の
地
域
班
会
議
で

は
、
①
班
長
・
副
班
長
の
改
選
、
②
地
区

ブ
ロ
ッ
ク
理
事
候
補
者
の
推
選
、
③
フ
レ

イ
ル
予
防
に
つ
い
て
の
３
点
を
共
通
テ
ー

マ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

新
年
度
の
事
業
に
つ
い
て
は
、
当
セ
ン

タ
ー
の
最
重
要
課
題
で
あ
る
会
員
の
増
強

と
そ
れ
に
対
応
し
て
就
業
機
会
の
確
保
の

必
要
性
を
、
班
長
と
役
職
員
が
認
識
し
共

有
し
た
こ
と
は
意
義
が
あ
り
ま
し
た
。 

交
代
要
員
の
応
募
状
況
に
つ
い
て
は
、

募
集
人
員
179
名
に
対
し
て
第
１
希
望
者

が
134
名
と
学
童
交
通
擁
護
・
放
置
自
転
車

整
理
等
に
就
業
希
望
者
不
足
が
あ
り
ま
し

た
。
こ
れ
ら
の
職
種
に
も
、
再
エ
ン
ト
リ

ー
、
ダ
ブ
ル
就
業
を
希
望
す
る
会
員
が
お

ら
れ
る
の
で
人
員
不
足
の
対
応
は
で
き
そ

う
で
す
。 

質
疑
応
答
で
も
活
発
な
意
見
が
交
わ
さ

れ
有
意
義
な
会
議
と
な
り
ま
し
た
。 

（
総
務
部
会
） 

第
４
回
地
域
班
長
会
議
を 

 
 
 
 
 
 

開
催
し
ま
し
た 

 

 

 

厳
冬
の
澄
み
切
っ
た
青
空
が
清
々

し
い
１
月
19
日
（
土
）
に
「
こ
も
れ
び

小
ホ
ー
ル
」
で
約
100
名
の
会
員
に
よ
り

新
年
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

渡
邊
康
生
会
長
の
年
頭
の
挨
拶
に

続
き
、
萩
原
直
規
西
東
京
市
健
康
福
祉

部
長
の
乾
杯
の
ご
発
声
で
祝
宴
に
入

り
、
昨
年
大
好
評
だ
っ
た
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー

ム
を
今
年
も
楽
し
み
お
お
い
に
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。 

ま
た
、
ご
公
務
の
大
変
お
忙
し
い

中
、
丸
山
浩
一
市
長
、
小
幡
勝
巳
市
議

会
議
長
の
ご
出
席
を
い
た
だ
き
ご
祝

辞
を
賜
り
ま
し
た
。
料
理
、
飲
み
物
の

種
類
も
多
く
、
会
場
準
備
も
事
務
局
、

理
事
、
部
会
員
の
共
同
作
業
に
よ
り
、

円
滑
に
準
備
と
遂
行
が
で
き
ま
し
た
。 

 
 
 

柳
沢
進
副
会
長
の
３
本
締
め
で
お
開

き
と
な
り
、
今
年
も
希
望
に
満
ち
た
新

年
を
、
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

（
広
報
部
会
） 

 

平
成
最
後
の
新
年
会
開
催 
平
成
31
年
1
月
・
2
月 

定
例
理
事
会
報
告 

（
１
月
25
日
・
２
月
27
日 

開
催
） 

 

 

１
、
平
成
31
年
度
を
初
年
度
と
す
る
中
期
５

か
年
計
画
案
が
示
さ
れ
協
議
に
入
り
、
３

月
の
理
事
会
で
議
決
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
目
標
数
値
と
重
点
目
標
を
設
定

し
、
こ
れ
ら
を
達
成
す
る
た
め
の
推
進
項

目
は
、
各
当
該
年
度
の
事
業
計
画
の
中
で

行
動
計
画
を
立
て
て
推
進
し
、
毎
年
度
の

進
捗
管
理
と
評
価
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

会
員
の
皆
様
に
は
、
４
月
に
こ
れ
ら
の
全

容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

２
、
平
成
30
年
度
補
正
予
算
を
承
認
し
ま
し

た
。 

３
、
平
成
31
年
度
事
業
計
画
と
予
算
案
が
提

示
さ
れ
協
議
に
入
り
、
３
月
の
理
事
会
で

議
決
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

４
、
就
業
制
限
に
よ
る
今
春
の
交
代
者
179
名

が
決
ま
り
ま
し
た
。
新
就
業
会
員
に
は
研

修
を
行
い
、
４
月
か
ら
ス
ム
ー
ズ
に
交
代

が
で
き
る
よ
う
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。 

５
、
フ
レ
イ
ル
予
防
事
業
実
施
要
綱
を
設
定

し
ま
し
た
。 

６
、
平
成
31
年
度
安
全
就
業
標
語
の
優
秀
作

品
が
決
ま
り
ま
し
た
。 

７
、
セ
ン
タ
ー
事
務
所
の
移
転
に
つ
い
て
、

３
月
23
日
（
土
）
に
引
っ
越
し
、
３
月
25

日
（
月
）
か
ら
新
事
務
所
で
平
常
通
り
事

務
を
行
い
ま
す
。（
別
掲
１
面
） 

８
、
新
就
業
会
員
研
修
会
を
３
月
25
日(

月)

に
放
置
自
転
車
整
理
指
導
、
校
地
内
外
清

掃
、
３
月
26
日(

火)

に
学
童
交
通
擁
護
、

学
校
施
設
管
理
に
分
け
て
開
催
し
ま
す
。 

（
別
掲
４
面
） 

９
、
地
域
班
新
班
長
研
修
会
を
４
月
15
日

(

月)

午
前
10
時
か
ら
セ
ン
タ
ー
事
業
運

営
室
で
開
催
し
ま
す
。 

10
、
第
１
回
地
域
班
長
会
議
を
４
月
17
日

（
水
）
午
後
２
時
か
ら
セ
ン
タ
ー
事
業

運
営
室
で
開
催
し
ま
す
。 （

広
報
部
会
） 
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安
全
コ
ラ
ム 

  

行 事 開 催 日 

事務所移転 ３月 23 日（土） 

新事務所開設 ３月 25 日（月） 

定例理事会 ３月 27 日（水）・４月 24 日（水) 

就業相談会 ３月 28 日（木）・４月 30 日（火） 

新就業者研修会 ３月 25 日（月）・26 日（火） 

地域班新班長研修会 ４月 15 日（月） 

第１回地域班長会議 ４月 17 日（水） 

「絆」を大切に 

私どもの班は、北東部地域で隣接は新座

市になります。ひばりが丘北エリアは、駅

北口の商店街の周辺で、栄町エリアは厚生

病院・栄小学校があります。 

現在の会員は４１名。３年前は５６名で

大幅な減少で深刻な状態になっています。 

幸いなことに 班会議・ボランティア活動

の参加人員は以前と変わりなく協力頂いて

おります。 

また、前班長の方々が忘年会をしていた

だき５回になりました。参加人員は１３名

～１５名です。盛り上っているので、もっ

と沢山の方に参加して頂けるようにしてい

きたいと思っています。 

ひばりヶ丘駅北口が大きく変貌していま

す。周辺のビル・マンションが近々完成す

るのにあわせて市報配布エリアの見直し、

配布者の増員確保に取り組んでいきます。 

その為にも日々「コミュニケーション」

を大切にして、班会議でも自由に発言でき

る雰囲気を心がけています。 

３０年度の新会員４名の方を含めて、親

睦を深め、元気に楽しく活動してまいりま

す。 

（栄町・ひばりが丘北班 班長 松山芳幸） 

 

【地域班だより】栄町・ひばりが丘北班 

 

地
域
合
同
パ
ト
ロ
ー
ル 

 

当面の行事予定表 

平
成
31
年
度
「
安
全
就
業
標
語
」
優
秀
作
品
決
定 

 

平
成
31
年
度
安
全
就
業
標
語
は
、
財
団
共
通
テ
ー
マ
に
44
件
、
当
セ
ン
タ
ー
設
定 

テ
ー
マ
に
40
件
、
合
わ
せ
て
84
件
の
応
募
が
あ
り
選
考
の
結
果
、
次
の
優
秀
作
品
が 

決
ま
り
ま
し
た
。 

入
選
者
に
は
、
６
月
の
定
時
総
会
で
表
彰
が
行
わ
れ
ま
す
。
そ
れ
に
先
立
ち
優
秀
作 

品
は
４
月
以
降
に
「
シ
ル
バ
ー
西
東
京
」
な
ど
に
順
次
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

（
安
全
管
理
委
員
会
） 

「
作
業
方
法
・
手
順
の
確
認
と
ル
ー
ル
の
順
守
徹
底
」（
財
団
共
通
） 

 

安
全
は 

基
本
動
作
の 

繰
返
し 

安
全
は 

た
が
い
に
注
意
の 

思
い
や
り 

な
れ
た
作
業 

そ
の
慢
心
が 

事
故
の
も
と 

 

「
転
倒
防
止
」（
当
セ
ン
タ
ー
設
定
） 

あ
わ
て
な
い 

い
そ
が
な
い 

心
の
ゆ
と
り
が 

事
故
ふ
せ
ぐ 

な
れ
た
道 
な
れ
た
場
所
こ
そ 

慎
重
に 

見
た
つ
も
り 
お
っ
と
あ
ぶ
な
い 

そ
の
一
歩 

高
齢
者
の
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
は 

何
故
必
要
な
の
か 

新
聞
で
目
に
留
ま
っ
た
記
事
の
紹
介
で
す
。 

筋
ト
レ
は
、
何
歳
に
な
っ
て
も
有
効
で
す
。
ア

ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
と
い
う
点
で
、
筋
肉
は
最
も

効
果
を
あ
ら
わ
す
「
臓
器
」
な
の
で
す
。 

い
わ
ゆ
る
生
き
が
い
の
あ
る
人
生
と
い
う

の
は
、
家
の
中
で
は
完
結
は
し
な
い
も
の
で

す
。
高
齢
に
な
っ
て
も
、
人
と
会
う
、
働
く
、

社
会
に
貢
献
す
る
と
い
っ
た
活
動
が
大
切
で

す
。
そ
の
為
に
は
、
外
出
し
、
移
動
す
る
能
力

が
重
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。
自
分
で
ス
ッ
と
立

ち
座
り
を
し
、
一
定
の
ス
ピ
ー
ド
で
歩
く
と
い

う
筋
力
が
必
要
な
の
で
す
。
青
信
号
の
間
に
渡

り
き
れ
な
い
と
外
出
が
怖
く
な
り
ま
す
。
歩
く

速
さ
は
、
ピ
ッ
チ(

回
転)

と
ス
ト
ラ
イ
ド(

歩

幅)

で
す
。
老
化
と
と
も
に
落
ち
て
い
く
の
は

ス
ト
ラ
イ
ド
の
方
で
、
安
全
に
移
動
す
る
た
め

に
も
、
歩
幅
を
維
持
す
る
筋
力
を
キ
ー
プ
し
た

い
も
の
で
す
。
筋
力
は
、
40
代
か
ら
毎
年
１
％

落
ち
て
い
き
ま
す
。
低
下
を
少
し
で
も
遅
ら
せ

る
に
は
、
や
は
り
筋
ト
レ
で
す
。 

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
有
酸
素
運
動
と
し
て
は

結
構
で
す
が
、
２
時
間
歩
い
て
も
筋
力
強
化
に

な
り
ま
せ
ん
。
健
康
の
為
に
は
、
両
方
を
組
み

合
わ
せ
る
事
が
必
要
で
す
。 

人
生
100
年
時
代
に
な
り
ま
す
。
定
年
を
70

歳
に
延
長
し
て
も
、
そ
の
後
の
人
生
は
30
年
も

あ
る
の
で
す
。
体
を
整
え
、
元
気
に
長
寿
を
楽

し
ん
で
も
ら
い
た
い
も
の
で
す
。 

当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
昨
年
よ
り
「
フ
レ
イ
ル

チ
ェ
ッ
ク
」
を
、
定
期
的
に
実
施
し
て
お
り
ま

す
。
ま
ず
は
、
ご
自
身
の
体
力(

測
定)

を
確
認

し
て
い
た
だ
く
為
に
も
、
多
く
の
方
の
積
極
的

な
ご
参
加
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。 

（
安
全
管
理
委
員 

藤
井 

俊
雄
） 
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住

吉

町 

保

谷

町

１ 

田

無

町

１ 

松

山 

芳

幸 

杉

山 

輝

雄 

平

野 

善
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三
浦 

健
次
郎 

室

井 

陽

一 

原

田 

孝

一 

第1回地域班長会議の開催 

日 時： 平成31年4月17日（水） 

     午後2時から 

場 所： センター会議室 

※ 詳細は追ってご連絡いたします。 
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交
通
安
全
の
集
い
（
写
真
） 

 

 

事 業 実 施 状 況 

平成 30 年 
12 月分 

受託件数 
就業 
実人員 

契約金額  就業率 
（％） 合計 比率 前年同月比（％） 

公共事業 52  24,639,072 57.4 106.0 男 77.2 

民間事業等 428  18,254,161 42.6 95.4 女 77.2 

合 計 480 914 42,893,233 100.0 101.2 計 77.2 

平成 31 年 

１月分 
受託件数 

就業 
実人員 

契約金額  就業率 
（％） 合計 比率 前年同月比（％） 

公共事業 48  23,568,313 61.6 102.7 男 74.7 

民間事業等 302  14,685,167 38.4 123.3 女 74.0 

合 計 350 891 38,253,480 100.0 109.8 計 74.5 

 

会  

員  

総  

数 

男 

性 
 
 
 

 

七
九
五
名 

女 

性 
 
 
 

 

四
〇
九
名 

合 

計 
 

 

一
、
二
〇
四
名 

（
２
月
27
日
現
在
） 

 
      
 

交
通
安
全
の
集
い
（
写
真
） 

 

 

シニアのためのパソコン教室 

 ＊無料体験講座＊ 

これからパソコンを始めてみようと考えている方向けの

体験講座です。 

一度パソコンを使用してみませんか。シルバー会員の講

師が「やさしく、ゆっくり、親切」そして「楽しく」手

ほどきします。 

対象者 初めてパソコンをさわる方 

    パソコン教室の雰囲気を見たい方 

内容  マウス操作 

    入力方法の手ほどき 

    インターネット体験 

開催日 10 月 6 日午後 13 時 00 分～16 時 

    11 月 1 日午後 13 時 00 分～16 時 

場所  シルバー人材センター東伏見教室 

東伏見 6-1-36（東伏見小学校西門入る） 

受講料 無料 

問合せ先 西東京市シルバー人材センター 

        ☎０４２－４２５－６６１１ 

申込みは往復ハガキに、講座名（無料体験講座）、開催日、

住所、氏名、電話番号を記入し、下記まで。 

■宛先 〒202-0021 西東京市東伏見 6-1-36 

西東京市シルバー人材センター・パソコン教室 

 

 

 
 

掲
示
板
の
仕
事 

  

こ
の
仕
事
を
し
て
４
年
２
ヵ
月
、

今
年
３
月
で
終
了
し
ま
す
。
市
内

30
数
ヵ
所
の
掲
示
板
を
月
３
回
、

４
人
で
担
当
し
て
い
ま
す
。
私
は
保

谷
北
側
の
北
町
か
ら
ひ
ば
り
が
丘

団
地
の
端
ま
で
を
受
け
持
っ
て
い

ま
す
。
掲
示
板
は
大
、
中
、
小
と
３

種
類
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
大
き
さ
に

合
わ
せ
た
掲
示
を
す
る
の
で
苦
労

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

掲
示
紙
を
ジ
ャ
ン
ル
に
分
け
る

と
、
市
役
所
関
係
、
福
祉
関
係
、
音

楽
関
係
に
掲
示
し
ま
す
。
大
き
さ
が

さ
ま
ざ
ま
で
全
体
に
大
き
な
空
白

を
残
さ
な
い
よ
う
考
え
て
い
ま
す
。

Ａ
４
サ
イ
ズ
が
標
準
で
す
が
ホ
チ

キ
ス
で
８
ヶ
所
打
ち
ま
す
。
手
に
マ

メ
が
出
来
ま
す
。
し
か
し
仕
事
中
に

市
民
の
方
か
ら
「
い
つ
も
き
れ
い
に

掲
示
し
て
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
」

と
言
わ
れ
る
こ
と
が
一
番
う
れ
し

い
こ
と
で
す
。 

 

最
後
に
な
り
ま
す
が
毎
回
、
掲
示

の
配
分
が
見
事
に
完
成
し
た
時
は

本
当
に
自
己
満
足
の
達
成
感
に
溢

れ
ま
す
よ
。
す
ば
ら
し
い
就
業
で
感

謝
し
て
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。（
了
） 

（
泉
町 

杉
山 

輝
雄
） 

声 

（
こ 

え
） 

 

配
分
金
の
振
込
み
日
は 

２
月
就
業
分 

 

３
月
15
日
（
金
） 

３
月
就
業
分 

 

４
月
15
日
（
月
） 

４
月
就
業
分 

 

５
月
16
日
（
木
） 

 

みんなのパソコン教室 

◆無料体験講座◆ 

初めてパソコンにさわる方、教室の雰囲気を見たい方を対

象にマウス操作、入力の手ほどき、インターネット体験を

行います。 

開催日 4月 4日（木）午後1時～4時 

    5月 9日（木）午後1時～4時 

受講料 無料 

申込みは往復ハガキに、講座名、開催日、住所、氏名、電

話番号を記入し、開催日1週間前までに下記へ。 

■宛先 〒202-0021 西東京市東伏見6-1-36 

西東京市シルバー人材センター・パソコン教室 

場所 西東京市東伏見6-1-36 東伏見小学校体育館側 

（イラストはワードで描いたものです） 

――有料講座―― 
入門から初級、中級、趣味、仕事など 

学びたい講座を90種類以上用意して 

お待ちしております。一度下記事務局 

へお電話ください。詳しいパンフレット 

をお送りします。(425-6611) 

◆ホームページに詳しく載せております、ご覧ください。 

「西東京市シルバー人材センターパソコン教室」又は

「https//:www.sjc.ne.jp/wtokyo1/」で検索。 

 

 

 

新就業会員研修会 
４月１日から新しく配置される新就業会員の研修

を下記のとおり実施します。 

対象職種     実施日    時間  会場 

・放置自転車関係   ３月 25 日（月） 10:00～  ① 

・校地内外清掃関係 ３月 25 日（月） 14:00～  ② 

・学童交通擁護関係 ３月 26 日（火） 10:00～  ① 

・学校施設管理関係 ３月 26 日（火） 14:00～  ① 

会場：①東分庁舎地下会議室､ ②保谷庁舎1F会議室 

                （売店前） 

 

 

活動紹介フェア開催 
第 2 回活動紹介フェアが 2 月 15 日・16 日の 2 日間、

田無駅北口アスタセンターコートで開催されました。 
会場では、写真で見るセンター活動パネル展示、パソコ

ン操作相談、入会相談・受注相談等を実施し、また、包丁
研ぎ(有料)コーナー・華工房の作品展示販売を行い、多く
の市民の皆様にご来場いただきました。 
今後も公共施設を活用した広報活動を行っていきます。 
 

上向台どんど焼き ボランティア委員会参加 
 1月 13日、正月飾りなどを燃やして無病息災を願う新春
恒例の「上向台どんど焼き」が上向台小学校の校庭で行わ
れました。冬の風物詩として地域住民でつくる上向台どん
ど焼き実行委員会が実施しており、今年で 18 回目、近年
の来場者 1500 人前後の大きなイベントとのこと。高さ約
３ｍのやぐらに点火されると、竹のはじける音とともに、
しめ縄や松飾りが一気に燃え上がり子供たちは歓声を上
げていました。 
当センターは、ボランティア委員会の皆さんが参画し受

付誘導や駐輪場整理の任にあたり、来場者から大変喜ば
れ、ボランティア活動を通じて地域との交流を深められま
した。                （広報部会） 

 

 


